
(参考１) 特別評価方法認定書 

 

 

 



 

 

 

 

 



（参考 2） 

以下に軽量床衝撃音、重量床衝撃音で示されている床仕上げ材の仕様を示します。 

 

【軽量床衝撃音】 

・告示に示されている下の表で、床仕上げ構造区分 1～3 に該当する床仕上げ材が使用可能です。 

・JIS A 1440 カテゴリーＩの木質フローリング及び畳で床仕上げ構造区分 1～3 の特別評価方法認定

を取得している床仕上げ材が使用可能です。 

 

表 告示で示されている床仕上げ材と床仕上げ構造の区分 

（い） （ろ） 

床仕上げ材 床仕上げ構造の区分 

厚さ 8mm以上の合成繊維フェルト、厚さ 8mm以上で面密度 1.2kg

／m2 以上のウレタンチップフォームシート又は厚さ 8mm 以上で

発泡倍率 35 倍以上の発泡ポリエチレンシートの直上に、8―1(3)

ロ②c(ii)に掲げるもので毛足の長さ 4mm 以上であり、かつ、毛足

がカット仕上げ又はループパイル仕上げであるものを設けた床仕

上げ材 

床仕上げ構造区分 1 

a 厚さ 5mm以上の塩化ビニール樹脂発泡の面材又は厚さ 5mm以

上のフェルト材の直上に、8―1(3)ロ②c(ii)に掲げるもので毛足の長

さが 4mm 以上であり、かつ、毛足がカット仕上げ又はループパイ

ル仕上げであるものを設けた床仕上げ材 

b 厚さ 55mm以上の日本工業規格A5901に規定する稲わら畳床を

用いた畳又はこれと同等のもの 

床仕上げ構造区分 2 

a 厚さ 4mm 以上のゴム製の面材の直上に、厚さ 3mm 以上のニー

ドルパンチカーペットを設けた床仕上げ材 

b 厚さ 55mm以上の日本工業規格A5901に規定するポリスチレン

フォームサンドイッチ稲わら畳床を用いた畳、厚さ 55mm 以上の

日本工業規格 A5901 に規定するタタミボードサンドイッチ稲わら

畳床を用いた畳又はこれらと同等のもの 

床仕上げ構造区分 3 

a 8―1(3)ロ②c(ii)に掲げるもので毛足の長さ 4mm以上かつ毛足が

カット仕上げ又はループパイル仕上げであるもの 

b 厚さ 3mm以上の塩化ビニール樹脂製の面材又は厚さが 3mm以

上のアスファルト系の面材の直上に、毛足の長さ 4mm 以上かつ毛

足がカット仕上げ又はループパイル仕上げであるカーペットを設

けた床仕上げ材 

c 厚さ 55mm以上の日本工業規格 A5914に規定する建材畳床を用

いた畳又はこれと同等のもの 

床仕上げ構造区分 4 

 



【重量床衝撃音】 

・告示の「8-1(3)ロ②c」に示されている以下の床仕上げ材が使用可能です。 

(i) 日本工業規格 L4404 に規定する織じゅうたん及びこれと同等のもの 

(ii) 日本工業規格 L4405 に規定するタフテッドカーペット及びこれと同等のもの 

(iii) 日本工業規格 A5902 に規定する畳及びこれと同等のもの 

(iv) 日本工業規格 A5914 に規定する建材畳床及びこれと同等のもの 

(v) 日本工業規格 A5705 に規定するビニル系床材及びこれと同等のもの 

(vi) (i)から(v)までに掲げるもののほか、日本工業規格 A1440 の 5.1 においてカテゴリーⅠに該当す

るもの 

 

（参考 3）「床仕上げ構造区分」について 

 

床仕上げ構造区分は、軽量床衝撃音対策における床仕上げ構造の水準を表記するものです。床仕上げ

構造 1～5までで表記され、床仕上げ構造区分 1が最も性能が高い（床衝撃音を小さくすることができる）

床仕上げ構造になります。 

 

表 告示に示されている床仕上げ構造の区分と軽量床衝撃音レベル低減量の水準 

床仕上げ構

造の区分 

軽量床衝撃音レベル低減量 

125Hz 帯域 250Hz 帯域 500Hz 帯域 1kHz 帯域 2kHz 帯域 

床仕上げ構

造区分 1 
15 dB 以上 24 dB 以上 30 dB 以上 34 dB 以上 36 dB 以上 

床仕上げ構

造区分 2 
10 dB 以上 19 dB 以上 25 dB 以上 29 dB 以上 31 dB 以上 

床仕上げ構

造区分 3 
5 dB 以上 14 dB 以上 20 dB 以上 24 dB 以上 26 dB 以上 

床仕上げ構

造区分 4 
0 dB 以上 9 dB 以上 15 dB 以上 19 dB 以上 21 dB 以上 

床仕上げ構

造区分 5 
-5 dB 以上 4 dB 以上 10 dB 以上 14 dB 以上 16 dB 以上 

 

 

以上 

 

 

 

 

 


